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ば正方格子の Ising模型では r-1.7497･･で正確な値 7/4-1.75にほぼ一致する｡
単純立方格子では,正確な xc もγも知られていないが,別の方法で見出した Xcの値を
用いて γを計算すると γ-1.2485- となる｡












































































































































をもつと予想 して,臨界点 (x｡,y｡),ふつうの臨界指数 γとcrossover指数 ¢ を求め












f(x,y)- ⊥ Z(妄 )I'gIr
































































f'x,y) - △x-γZ(慧 )
いま変数 x,yに関する偏微分を考える｡
∂f
f - - ニ γー△x-γ-1z-¢△x-T-4-1△y z,X ∂x
∂f
fy - 育 - △x-r-¢Z′
これよりZ′を消去すると






㌔ ニーγ, Q｡- Ⅹ-x｡, R｡- め(y-y｡)
とおけば,前の式が得られる｡
上式は f(x,y)が線型一階偏微分方程式の解である事を示している｡係数は㌔が定
























FLMN'x,y)- (k,E,,⊂K ak k′X k y k ′
を代入して,係数比較によって決める｡計算は複雑をきわめるが本質的には連立一次方
程式の計算であり,Pad昌のときと同じである｡





























































scaling関数 Z(Z)を求めるには,特性曲線の方法を用いる｡ "時間"変数 Tを導入








dx-- Q(x,y)dT dy- - R(x,y)dT
を解 くことによって,xy面上の trajectory〔x(T),y(丁)〕が得られる｡このtrajectory
からCallan-Symanzik形の解









fcc格子の非等方的Heisenberg模型を考えるo最近接相互作用 Jl -Jxx -Jyy≧o
I/-Jzz≧ 0として,-ミル ト-アンは,
H < i,J> Kl(SfsT･sYs,y)kT - <if,, K:v S言S;+ ∑
であるo ここで変数 x-Kv-忽 y-Kl -吉 を選ぶox- y のとき,等方的
Iieisenberg模型となり,x二歩 y のとき Ising模型に,x≪ yのときXY模型にな
り,この-ミ/レトニアンは,lsing-1ieisenberg-ⅩY crossoverを記述するものと考え
られる｡
xy平面でみると,臨界現象は x軸上で lsing型に,y軸上でXY型に,直線 y- Ⅹ
上でIleisenberg型になるo臨界線は臨界点 (xc,yc)からIsingの点 (xl,o)へむか
って一本と,XYの点 (0,yxY)-むかって一本 とが, それぞれの軸に垂直に交わ
るo scalingaxisの傾きは,対称性の考察からel-1,e2--Ⅰ であるO
-変数の級数展開の方法によって,Heisenberg型臨界指数が γ二±1.38±0.02,
¢= 1･25±0･02であることがわかっている｡また Ising型の臨界指数 γⅠ- 1･25,
XY型の臨界指数 TxY - 1･31もわかっているo PfeutyとJasnow と私は,-変数の
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指数は γ二と1.398,¢二 1.282,scalingaxisの傾きは el二三1･07,e2二二一0･405と
いう評価が得られた｡
臨界線は trajectoryの方法を用いて描くと図12のようになり,典型的な二重臨界 cusp
を描 く.この形は ¢の値で決まり,-変数の方法では大変困難な点であるO
pQR approximantは,特異点が多重構造をもつとき,二変数の級数展開から得 られ
る強力な方法であり,数値的な結果も与えるということができる｡
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Phys.Rev.Lett.39
667 より引用
(以上は,1977年7月20日 基研において行われた講義をまとめたものである｡)
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